
　本誌をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　今号の特集は、本誌の読者アンケートに多くのご要望が寄せ

られた「保育者の採用と定着」をテーマとして取り上げました。「保

育者の定着・確保」と「保育者の資質の維持・向上」は、ベネッ

セ教育総合研究所が実施する「幼児教育・保育についての基本

調査」でも、園種を問わず保育実践上・運営上の課題として上

位に挙がっており、改めて関心の高さを感じます。安定した組

織体制のもとで園を運営するために保育者の資質の維持・向上

は必須であり、その大前提となるのが保育者の採用と定着です。

今号では特に若い世代の保育者に着目し、座談会形式で率直な

声も取り上げました。そうした中から、次世代を担う保育者たち

の思いを感じていただけたらと思います。

　ぜひ、多くの先生方にお読みいただき、園でのお取り組みに

少しでも役立てていただけることを願っています。
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「これからの幼児教育」編集部



20世紀末から始まった少子化の波はとどまるところを知らず、入園児数が年々

減少し、園の統廃合が進む地域もあるといいます。初期の少子化の波を受け

た若手保育者世代も、母体となる人口が減少していることも影響して保育者の

なり手が減り、当面、売り手市場が続くことが予測されています。

そうした社会で園を運営していくためには、園が若手保育者にとって魅力的な

職場環境であり続けることが重要です。魅力的な職場環境づくりは、必ずや人

を育む場である園の保育の質向上にもつながっていくでしょう。今号では、識

者の解説、若手保育者の声、園の実践事例から、そのヒントを考えていきます。
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